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５章　野菜類

ネギ　英名：Welsh onion　分類：ヒガンバナ科ネギ属に属する多年生野菜
　学名：Allium fistulosum L.

・�原産地：中国西部・中央アジア。
・温度適応性：低温性の作物。
・発芽適温：最適温度 15 ～ 20℃、最低温度 1～ 4℃、上限は 33℃。
・生育適温：15 ～ 20℃前後だが、耐寒性、耐暑性が強い。
・光適応性：比較的弱い光にも耐える。
・�土壌適応性：根深ネギは土層が深く、排水性のよい沖積壌土や海成砂壌土に適する。
通気性の悪い強粘土や、地下水位が低い火山灰土の畑には適さない。

・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（pH5.7 ～ 7.4）。pH6.5 前後が最適。
・花芽分化と抽苔：緑植物春化型（グリーンプラントバーナリゼーション）
　花芽分化の条件は品種によって差はあるが、一般的に葉鞘径が 5～ 7mmに達した株が、
10℃以下の低温に 30 日間以上遭遇すると花芽分化する。低温として感応する温度域は 3～
15℃と広く、花芽分化の最適温度には品種間差がある。通常 2～ 3月に花芽分化し 3～ 5月
に抽苔する。

・作型別栽培方法
（１）�秋冬どり栽培：12～3月に収穫する作型。播種は3月中下旬～4月、定植が5月中下旬となる。

夏の高温・乾燥と台風などの気象災害を受けやすいため、保水性と排水性を持った圃場
を選定し栽培を行う。夏場の欠株の発生をおさえ、株数を確保することが大切である。

（２）�夏秋どり栽培：7 ～ 10 月に収穫する作型。低温期に播種を行い、春に定植を行う。暑い
時期の土寄せや施肥は病害発生を助長するので、気温が 25℃以上になる前に土寄せがで
きるよう、十分な成長をさせておく。耐暑性品種の選択や適期防除が栽培のポイントなる。

（３）�春どり栽培：5 ～ 6 月に播種し、翌春の 3月下旬から 4月に収穫する作型。収穫期の終
盤が抽苔開始時期にあたるので、晩抽性で低温伸張性がある品種が適している。

（４）�初夏どり栽培：10 月播種、12 月定植で 5月中旬から収穫する作型。低温に遭遇する期
間が長く、全作型の中で最も抽苔しやすい。マルチ ･トンネル被覆をしてトンネル内を
20℃以上にして脱春化作用により抽苔を回避する。


